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宮
城
県
迫
桜
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　   

校
長
　
大
　
竹
　
博
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
四
月
仙
南
の
柴
田

　
　
　
　
　
　
　
　

農
林
高
校
か
ら
赴
任
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
大
竹
博
行
と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

柴
農
高
は
今
年
の
三
月
で
一
一
七
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
、
最
後
は
三
年
の
み
の
在
校
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
今
年
本
校
の
入
学
式
で
真
新
し

い
制
服
を
着
た
新
入
生
百
三
名
が
、
と
て
も
眩

し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
本
校
は
、
前
身
の
旧

栗
原
農
業
高
校
と
旧
若
柳
高
校
二
校
が
積
み
重

ね
て
き
た
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
時

代
の
要
請
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
た
、
先
進
的

な
取
り
組
み
を
行
う
学
校
と
い
う
印
象
を
受
け

て
お
り
ま
す
。
創
立
二
十
五
年
目
と
な
る
本
年

度
も
、
生
徒
一
人
一
人
の
多
様
な
個
性
を
尊
重

し
、
主
体
的
、
創
造
的
に
社
会
に
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
学
校
行
事
も
始
業
式
、
入

学
式
を
皮
切
り
に
、
対
面
式
、
支
部
総
体
・
県

総
体
壮
行
式
と
予
定
通
り
進
め
ら
れ
て
お
り
、

校
舎
内
外
が
生
徒
の
活
動
で
と
て
も
賑
や
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
支
部
総
体
で
は
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
、
多
く
の
競
技
で
県
大
会

出
場
を
決
め
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
い
で
プ
レ
ー
す
る
姿
に
応
援
す
る
側
も
熱
く

な
り
ま
し
た
。
県
大
会
で
も
物
怖
じ
す
る
こ
と

な
く
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
戦
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
七
月
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
、
十
月
二
十
五
日
（
土
）
に
予
定
し
て

い
る
「
迫
桜
祭
」
一
般
公
開
が
、生
徒
達
に
と
っ

て
大
切
な
思
い
出
の
一
ペ
ー
ジ
と
な
る
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
校
は
総
合
学
科
で
た
く
さ
ん
の
教
科
・
科

目
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
各
分
野
に
精
通
し
た

教
職
員
が
配
属
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
生
徒
達

に
は
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
な
が
ら
、
多
く
の

先
生
方
と
出
会
っ
て
、
ま
だ
見
ぬ
新
し
い
自
分

と
出
会
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
同
窓

生
の
皆
様
に
も
様
々
な
場
面
で
ご
協
力
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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新
生
迫
桜
高
校
創
立
二
十
五
周
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を
迎
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宮
城
県
迫
桜
高
等
学
校
同
窓
会

　
　
　
　
　
　
　  

　
会
長    

石
　
川
　
　
　
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
栗
農
　
昭
和
四
十
九
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か

　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
本
会
振

興
の
た
め
に
ご
協
力
・
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
令
和
六
年
八
月
三
日
の
同
窓
会
総
会
に

お
い
て
同
窓
会
会
長
に
な
り
ま
し
た
、
石
川　

勝
と
申
し
ま
す
。
八
巻
千
治
前
会
長
よ
り
バ
ト

ン
を
渡
さ
れ
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
そ
の
任

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
七
年
二
月
二
十
八
日
に
同
窓
会

に
一
三
九
名
が
入
会
し
ま
し
た
。
新
生
迫
桜
高

校
卒
業
生
が
四
五
八
〇
名
と
な
り
、
新
た
に
歴

史
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を

感
じ
る
次
第
で
す
。

　

現
在
、
迫
桜
高
校
は
農
業
管
理
実
習
棟
の
新

築
、
本
校
舎
の
中
規
模
改
修
工
事
が
な
さ
れ
て

お
り
、
本
年
十
一
月
に
は
完
成
さ
れ
る
予
定
で

す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
の
が
と
て
も
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
令
和
七
年
四

月
八
日
に
一
〇
三
名
が
入
学
し
ま
し
た
。
校
地

内
の
桜
が
一
斉
に
咲
き
誇
り
、
新
入
生
を
歓
迎

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
迫
桜
高
等
学
校
創
立
二
十
五
周
年

を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
し
た
。「
夢
は
ば
た
け

未
来
へ
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
ス

タ
ー
ト
し
て
四
半
世
紀
が
経
ち
ま
し
た
。
嬉
々

と
し
て
勉
学
に
励
ん
で
い
る
生
徒
諸
君
を
見
る

に
つ
け
、
地
域
に
根
差
し
た
学
校
と
し
て
の
使

命
は
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
同
窓
会
と
し
て
二
十
五
周
年
を
機
に

ど
の
よ
う
に
携
わ
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
考

え
る
と
き
、
一
番
先
に
思
う
こ
と
は
同
窓
会
総

会
で
迫
桜
高
校
卒
業
生
と
大
い
に
語
り
合
い
、

親
交
を
深
め
た
い
と
願
う
先
輩
同
窓
生
が
多
い

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
、
思
い
つ
く
こ
と
は
、

当
番
幹
事
制
を
組
織
し
毎
年
輪
番
で
総
会
・
懇

親
会
を
企
画
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
丸
投
げ
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
異
年
齢
交
流
を
し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ

い
に
迫
桜
高
校
と
い
う
糸
を
紡
ぎ
な
か
ら
若
い

人
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
会
員
の
皆
様
の
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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同
窓
会
報
第
二
十
五
号
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
近
年
類
を
見
な
い
物
価
高
に
引

き
続
き
、
米
不
足
・
米
価
格
高
騰
ト
ラ
ン

プ
関
税
と
課
題
多
き
昨
今
で
す
が
。

　

同
窓
会
会
長
並
び
迫
桜
高
等
学
校
学
校

長
が
、
新
た
に
選
出
・
着
任
さ
れ
新
体
制

の
船
出
と
な
り
ま
す
。
変
わ
り
行
く
社
会

の
航
海
に
、　

志
を
持
ち
挑
戦
・
努
力
が

感
じ
ら
れ
る
、
誌
面
と
な
り
ま
し
た
。

今
号
で
も
、
支
部
長
さ
ん
を
通
じ
て
各
支

部
で
配
付
を
し
て
い
た
だ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
読
み
や
す
く
元
気
あ
ふ
れ
る
会

報
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　

 　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
窓
会
広
報
部
会
）

　
同
窓
会
役
員
名
簿

     

　
　（
令
和
七
年
四
月
一
日
現
在
・
敬
称
略
）

　
役
職
　
　
　
　    

氏
　
　
名 

　      

卒
業
年

会　

長　
　

石
川　

勝　

栗
昭
49

副
会
長　
　

小
野
寺
伸
男　

若
昭
44

副
会
長　
　

成
瀬　

末
夫　

栗
昭
50

副
会
長　
　

岩
渕　

正
弘　

若
昭
55

副
会
長　
　

菊
地　

広
志　

若
昭
55

副
会
長　
　

千
葉　

正
宏　

栗
昭
56

副
会
長　
　

佐
々
木
浩
子　

若
昭
58

監　

事　
　

三
浦　

徳
義　

栗
昭
42

監　

事　
　

佐
々
木
進　

栗
昭
47

理　

事　
　

目
黒　

文
男　

栗
昭
29

理　

事　
　

菅
原　

時
晴　

若
昭
41

理　

事　
　

阿
部　

正
一　

栗
昭
42

理　

事　
　

髙
橋　

幸
利　

栗
昭
44

理　

事　
　

佐
藤　

正
隆　

若
昭
45

理　

事　
　

三
浦　

慶
夫　

栗
昭
46

理　

事　
　

佐
々
木
健
彦　

若
昭
47

理　

事　
　

髙
橋　

博　

栗
昭
47

理　

事　
　

金
子　

睦
子　

若
昭
47

理　

事　
　

高
橋　

貞　

栗
昭
47　

理　

事　
　

大
場　

一
夫　

栗
昭
48

理　

事　
　

千
田　

敬
治　

栗
昭
48

理　

事　
　

三
浦　

俊　

栗
昭
48

理　

事　
　

金
澤　

一
成　

栗
昭
48

理　

事　
　

千
葉
清
太
郎　

栗
昭
50　

理　

事　
　

佐
藤　

昭　

栗
昭
50　

理　

事　
　

小
野　

大
介　

栗
昭
51　

理　

事　
　

及
川　

靖　

若
昭
51　

理　

事　
　

菅
原
さ
よ
子　

若
昭
54

理　

事　
　

川
嶋　

哲　

若
昭
62　

理　

事　
　

岩
渕　

希　

栗
平
13　

理　

事　
　

本
田　

亜
希　

迫
平
14

理　

事　
　

高
橋　

知
江　

迫
平
25

理　

事　
　

熊
谷　

駿
希　

迫
平
27

理　

事　
　

千
葉　

貢
　
（
学
校
・
教
頭
）

　

　
支
部
　
　
　
　
　
　
　     

支
部
長
氏
名
　
　    

卒
業
年

若　

柳
（
栗
原
市
）
小
野
寺
伸
男　

栗
昭
44

金　

成
（
栗
原
市
）
加
藤　

義
弘　

栗
昭
54

志
波
姫
（
栗
原
市
）
髙
橋　

利
昭　

栗
昭
35

栗　

駒
（
栗
原
市
）
菅
原　

真
一　

栗
昭
42

鳥
矢
崎
（
栗
原
市
）
斎
藤　

房
郎　

栗
昭
35

姫　

松
（
栗
原
市
）
熊
谷　

秋
一　

栗
昭
31

尾　

松
（
栗
原
市
）
鈴
木　

善
久　

栗
昭
47

文　

字
（
栗
原
市
）
菅
原　

隆
雄　

栗
昭
34

岩
ケ
崎
（
栗
原
市
）　
（
選
考
中
）

鶯　

沢
（
栗
原
市
）
髙
橋　

義
典　

栗
昭
49

花　

山
（
栗
原
市
）
市
川　

達
雄　

栗
昭
43

真　

坂
（
栗
原
市
）　
（
選
考
中
）

長　

崎
（
栗
原
市
）
狩
野　

匡
宏　

栗
昭
49

金　

田
（
栗
原
市
）　
（
選
考
中
）

築　

館
（
栗
原
市
）　
（
選
考
中
）

玉　

沢
（
栗
原
市
）
富
塚　

正
夫　

栗
昭
45

宮　

野
（
栗
原
市
）
三
塚　

精
長　

栗
昭
31

富　

野
（
栗
原
市
）
佐
藤　

孝
良　

栗
昭
46

瀬　

峰
（
栗
原
市
）　
（
選
考
中
）

石　

越
（
登
米
市
）
二
階
堂
一
男　

栗
昭
35

新　

田
（
登
米
市
）
相
沢　
　

清　

若
昭
42

南　

方
（
登
米
市
）　
（
選
考
中
）

北　

方
（
登
米
市
）
遠
藤　

源
一　

栗
昭
46

中　

田
（
登
米
市
）
菅
原　

一　

栗
昭
44

佐　

沼
（
登
米
市
）　
（
選
考
中
）

花　

泉
（
一
関
市
）
小
金
森　

滋　

栗
昭
45

油　

島
（
一
関
市
）
佐
々
木
俊
郎　

栗
昭
45

永　

井
（
一
関
市
）
高
橋　

光
政　

若
昭
43

金　

沢
（
一
関
市
）
佐
々
木
清
志　

栗
昭
41

日　

形　
　
　
　

 　
（
選
考
中
）

老　

松
（
一
関
市
）
熊
谷　

輝
夫　

栗
昭
43

涌　

津
（
一
関
市
）
菅
原　

昊　

栗
昭
39

仙　

台　
　
　
　
　

目
黒　

文
男　

栗
昭
29

一　

関　
　
　
　

 　
（
選
考
中
）

盛　

岡　
　
　
　
　

渡
邊　

喬　

若
昭
34

東　

京　
　
　
　
　

亀
山　

晶
子　

若
昭
41  

　  

役
職
等
　
　
　     

氏
　
　
名
　
　
　    

備
　 

考

　

顧　

問　
　

三
浦　

将
照　

第
二
代
会
長

　

顧　

問　
　

菅
原　

孝　

第
四
代
会
長

　

顧　

問　
　

菅
原　

惠
一　

第
五
代
会
長

　

顧　

問　
　

八
巻　

千
治　

第
六
代
会
長

　

顧　

問　
　

小
野
寺
千
穂
子
第
三
代
校
長

　

顧　

問　
　

高
橋　

義
典　

第
四
代
校
長　

　

顧　

問　
　

津
花　

優　

第
五
代
校
長

　

顧　

問　
　

三
浦　

孝
洋　

第
六
代
校
長

　

顧　

問　
　

牛
来　

生
人　

第
七
代
校
長
　

　

顧
　
問
　
　
及
川
功
次
郎　

第
八
代
校
長

　

顧　

問　
　

今
野　

一
幸　

第
九
代
校
長

　

顧
　
問　
　

目
黒　

幸
治　

第
十
代
校
長

　

参　

与　
　

大
竹　

博
行　

校　
　
　

長

　
事
務
局　
　

千
葉　

亨　
（
事
務
室
長
）

　

事
務
局
長　

白
幡　

秀
人　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

千
葉　

亮　
（
総
務
部
長
）

　

事
務
局　
　

伊
東　

洋
史　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

佐
藤　

智
行　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

佐
藤　

充　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

佐
藤　

章
穂　
（
学　
　

校
）

　

事
務
局　
　

佐
藤　

好
恵　
（
学　
　

校
）

迫桜同窓会報　第 25号（4）

同窓会活動への同窓会活動への
　協賛金　協賛金ののお願いお願い
ゆうちょ銀行口座記号番号　　
　　０２２６０－１－１１３３６６
口座名称（漢字）
　宮城県迫桜高等学校同窓会
口座名称（カナ）
　ミヤギケンハクオウコウトウガッコウドウソウカイ
　※一口1,000円です。何口でも結構です。
　※ご芳名と卒業年月日をご記入ください。

令
和
７
年
度同窓会総会 期日

 8月2日㈯ 栗原市若柳字川南
南大通14の7

場所
 はさま会館14:00～

受付13:０0～

※会員券は支部長からお求め願います。（不足の場合は当日券でお願いします。）懇親会費 ￥4,000

バーコードリーダー機能で
読み取ってご覧下さい。

迫桜同窓会会報が
　　　スマホからも
　　　ご覧になれます。

迫桜同窓会会報が
　　　スマホからも
　　　ご覧になれます。

 

令
和
六
年
度
迫
桜
賞
の
紹
介
（
敬
称
略
）

◉
菅
　
原
　
陽
　
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
模
範
生
・
花
泉
中
）

授
与
基
準
の
（
二
）（
三
）
に
該
当

　

一
年
次
よ
り
写
真
部
に
所
属
し
、
三
年

間
真
面
目
に
活
動
し
、
後
輩
の
指
導
に
も

努
め
た
。
二
年
次
に
第
三
十
回
宮
城
県

高
等
学
校
写
真
展
金
賞
、
三
年
次
で
は
第

四
十
八
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
に

も
所
属
し
、
生
徒
会
活
動
の
活
性
化
に
努

め
た
。
学
習
面
に
お
い
て
も
上
位
の
成
績

を
収
め
、
皆
勤
で
あ
る
。

◉
佐
　
藤
　
真
　
希　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
徒
会
長
・
中
田
中
）

授
与
基
準
の
（
一
）（
二
）
に
該
当

　

一
年
次
よ
り
生
徒
会
執
行
委
員
に
所

属
し
、
一
年
次
副
会
長
、
二
年
次
後
期

よ
り
生
徒
会
長
を
務
め
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
諸
行
事
を
成
功
に
導
い
た
。

ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的

に
参
加
す
る
な
ど
校
内
だ
け
で
は
な
く

様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
部
活

動
で
は
陸
上
部
に
所
属
し
部
長
と
し
て

後
輩
の
指
導
に
も
尽
力
し
た
。
三
年
間
に

わ
た
り
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
学
力
・
人

物
と
も
模
範
的
な
人
物
で
あ
る
。

 

迫
桜
高
校
同
窓
会
代
表
役
員
（
敬
称
略
）

 

■
令
和
六
年
度
　
第
二
十
三
回
生

　
　
　
　

 　
　

◎
印
は
代
表
委
員
長　

○
印
は
代
表
副
委
員
長

一
組
◎
小
野
寺　

一　

真
（
石
越
中
出
身
）

代
表　

星　
　
　

真
梨
奈
（
石
越
中
出
身
）

二
組　

佐　

藤　

滉　

誠
（
佐
沼
中
出
身
）

代
表　

三　

浦　

陽　

菜
（
中
田
中
出
身
）

三
組　

菅　

原　

杏

（
一
関
中
出
身
）

代
表　

菅　

原　

美　

空
（
栗
原
南
中
出
身
）

四
組　

菅　

野　

清　

音
（
栗
原
南
中
出
身
）

代
表
○
中　

里　

晄　

綺
（
若
柳
中
出
身
）

五
組　

川　

嶋　

海　

人
（
若
柳
中
出
身
）

代
表　

久　

保　

瑠　

夏
（
米
山
中
出
身
）

　迫桜高等学校創立25年周年を迎え時代の
流れと共に、技術・価値観も変わり、校舎に
も破損・不具合が見られていました。
　昨年度より行われている改修工事、照明・
床・音響映像・また特別教室のエアコン設置
トイレの照明の自動化など、目に見えるとこ
ろでも多々改修が行われ
ています。中でも、ホー
ル（講堂）・アリーナ（体
育館）の改修には部活動
をアスパルでの移動実施
など多くの方々に、ご協
力頂きました。

　これから、校務センター（職員室）床の張り替え・屋上防
水シート張り替えなど秋まで慌ただしく続きます。ソフト面
ハード面共に、より良い学習環境が整う日が楽しみです。

校舎・アリーナ校舎・アリーナ（体育館）（体育館）

　 中規模改修工事中�　 中規模改修工事中�



 

一
生
付
き
合
え
る
仲
間
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　

村
　
松
　
三
　
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
栗
農
　
昭
和
五
十
六
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
、
昭
和
五
十

　
　
　
　
　
　
　
　

六
年
三
月
に
栗
原
農

　
　
　
　
　
　
　
　

業
高
校
の
農
業
科
を

　
　
　
　
　
　
　
　

卒
業
し
ま
し
た
。
卒

業
後
は
、
地
元
の
Ｊ
Ａ
に
長
年
に
わ
た
り

勤
務
し
ま
し
た
。
六
十
歳
定
年
の
数
年
前

に
退
職
し
、
第
二
の
人
生
を
歩
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
介
護
事
業
と
不
動
産
事
業
を

興
し
て
七
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
々
に
、
御
礼
の
気
持
ち

で
毎
日
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
私
が
栗
原
農
業
高
校

に
入
学
し
た
の
は
、
家
業
が
農
家
で
後
継

者
と
し
て
農
業
に
夢
を
抱
い
て
入
学
し
ま

し
た
。
当
時
、
米
価
も
一
俵
二
万
四
千
円

台
で
令
和
の
コ
メ
騒
動
の
今
と
ほ
ぼ
同
じ

値
段
で
し
た
。
あ
れ
か
ら
四
十
数
年
、
減

反
政
策
の
強
化
、
農
産
物
輸
入
自
由
化
で
、

農
家
も
時
給
十
円
程
度
で
な
ん
と
か
か
ん

と
か
維
持
し
て
き
ま
し
た
。
私
も
兼
業
農

家
と
し
て
、
米
や
野
菜
を
作
り
、
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
高
齢
化
が

進
み
隣
地
の
田
ん
ぼ
を
耕
作
す
る
よ
う
に

な
り
、
昔
の
倍
以
上
の
面
積
を
耕
作
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
農
業
は
夢
よ
り

「
継
続
は
力
な
り
」
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
時
代
の
思
い
出
と
し
て
は
、
生
徒

会
長
と
し
て
、
各
種
行
事
の
企
画
運
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
新
入
生
歓
迎
会
、
総

体
に
向
け
た
応
援
練
習
、
上
沼
農
高
と
の

定
期
戦
、
高
校
総
体
、
栗
駒
山
登
山
合
宿
、

大
運
動
会
、
文
化
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、

三
年
生
を
送
る
会
、
そ
し
て
卒
業
式
な
ど
、

種
々
の
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
思
い

出
に
あ
る
の
が
、
大
運
動
会
で
の
大
看
板

の
作
成
や
、
稲
杭
で
作
っ
た
や
ぐ
ら
の
設

置
、
一
年
か
ら
三
年
ま
で
入
り
混
じ
っ
て

の
、
棒
倒
し
や
土
俵
奪
い
な
ど
は
、
流
血

す
る
く
ら
い
の
勢
い
で
し
た
。
ま
た
、
文

化
祭
で
は
、
各
学
科
や
農
業
ク
ラ
ブ
や
部

活
動
の
催
し
物
は
、
自
由
で
個
性
の
あ
る

催
し
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
で
も
高
校
の
同
級

生
は
も
と
よ
り
、
先
輩
後
輩
と
は
、
仕
事

上
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
付
き
合
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
高
校
生
活
の

三
年
間
は
、
人
生
の
中
で
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
た
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

現
役
生
の
皆
さ
ん
も
三
年
間
を
充
実
し
て

過
ご
し
て
い
た
だ
き
、
一
生
付
き
合
え
る

仲
間
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（3）　第 25号　迫桜同窓会報 迫桜同窓会報　第 25号（2）

新　年　度新　年　度修学旅行修学旅行

系
列
紹
介
〜

　
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
列

 

土
木
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
三
年
次
　
星
　
　
　
雄
　
偉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
一
年
次
で
エ

　
　
　
　
　
　
　
　

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系

　
　
　
　
　
　
　
　

列
土
木
の
授
業
を
選

　
　
　
　
　
　
　
　

択
し
、
こ
れ
ま
で
土

木
に
関
す
る
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
選
択
の
動
機
と
し
て
は
、
入
学
当

初
は
建
築
士
の
資
格
を
取
り
た
い
と
考
え

て
い
た
た
め
、
関
連
性
の
高
い
土
木
の
授

業
を
選
択
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
土
木
に

つ
い
て
学
ぶ
に
つ
れ
、
土
木
の
面
白
さ
や

奥
深
さ
に
触
れ
、
今
は
土
木
施
工
管
理
の

仕
事
に
就
き
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
土
木
系
列
で
は
、

学
校
の
外
に
出
て
行
う
、
よ
り
実
践
的
な

実
習
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

測
量
の
技
術
を
活
か
し
、
近
隣
の
小
中

学
校
に
お
伺
い
し
て
、
校
庭
の
陸
上
ト

ラ
ッ
ク
の
基
準
点
を
設
置
す
る
測
設
実
習

や
地
元
栗
原
の
建
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
現
場
体
験
実
習
が

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
の
建
設
業

に
携
わ
っ
て
い
る
方
に
は
迫
桜
高
校
卒
業

生
の
先
輩
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
貴

重
な
体
験
談
や
高
校
の
う
ち
に
学
ん
で
お

く
べ
き
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
体
験
実
習
で
は
普
段
の
授

業
や
実
習
で
は
触
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

重
機
や
ド
ロ
ー
ン
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
測
量
機
械
な

ど
、
実
際
の
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
最

新
の
機
器
や
技
術
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
卒
業
さ
れ
た
先
輩
方

は
「
総
合
的
な
探
求
の
時
間
」
の
一
環
と

し
て
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
系
列
と
連
携
し
、
新

山
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
の

有
効
活
用
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
自
治
会
の
方
か
ら
場
所
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
、
裏
庭
に
人
工
芝
を
敷
く
造
成

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
系

列
で
は
近
隣
の
カ
フ
ェ
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
ピ
ザ
の
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
行
い
ま
し

た
。
最
後
に
は
「
ピ
ザ
試
食
会
」
と
し
て

土
木
の
メ
ン
バ
ー
で
ピ
ザ
窯
を
作
製
し
、

情
報
ビ
ジ
ネ
ス
の
メ
ン
バ
ー
が
提
供
を
し

て
、
新
山
地
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し

く
会
を
大
盛
況
で
終
え
ま
し
た
。
そ
の
際

の
材
料
は
人
材
育
成
費
と
し
て
同
窓
会
よ

り
支
出
い
た
だ
い
た
そ
う
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
意
欲
的
に
授
業
に
取
り
組
み
、

少
し
で
も
多
く
の
こ
と
を
身
に
つ
け
、
進

路
目
標
の
達
成
に
向
け
勉
強
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
会
長
よ
り
〜

 

総
合
学
科
と
し
て
更
な
る
発
展
へ

　
　
　
　
　
　
　
迫
桜
高
校
生
徒
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

小
野
寺
　
心
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
迫
桜
高
等

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
生
徒
会
長
の
小

　
　
　
　
　
　
　
　

野
寺
心
月
と
申
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　

す
。

　

現
在
迫
桜
高
校
で
は
、
昨
年
十
一
月
か

ら
新
実
習
棟
の
建
設
や
校
舎
の
改
修
工
事

な
ど
、
よ
り
良
い
高
校
生
活
が
送
れ
る
よ

う
日
々
進
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
迫
桜
生
も
心
機
一
転
し
笑

顔
溢
れ
る
元
気
な
学
校
に
す
る
に
は
何
が

で
き
る
の
か
考
え
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て

き
て
外
部
や
地
域
の
方
々
と
関
わ
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

迫
桜
高
校
の
生
徒
は
、
明
る
く
元
気
で

行
動
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
迫
桜
生
の

良
い
と
こ
ろ
を
活
か
し
保
護
者
の
方
々
や

地
域
の
方
々
と
連
携
し
て
い
け
れ
ば
今
以

上
に
良
い
学
校
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

系
列
ご
と
の
動
き
で
は
、
情
報
ビ
ジ
ネ

ス
が
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
商
品
を
開

発
し
売
り
出
し
て
い
ま
す
。
ア
グ
リ
ビ
ジ

ネ
ス
で
は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
や
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
な
ど
の
苗
販
売
や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
の

生
徒
が
育
て
た
美
味
し
い
野
菜
な
ど
の
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域

の
方
、
保
護
者
の
方
と
の
関
わ
り
を
増
や

し
迫
桜
高
校
の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
迫
桜
高
校
内
で
の
生
徒
の
動

き
も
活
発
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
十
月
に
行
わ
れ
る
迫
桜
祭
は
、

昨
年
と
同
様
制
限
を
設
け
ず
お
客
様
を
お

迎
え
す
る
予
定
で
す
。
生
徒
全
員
が
「
迫

桜
祭
を
成
功
さ
せ
る
」「
迫
桜
祭
に
来
た

お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
」
と
い
う

意
識
を
持
ち
限
ら
れ
た
短
い
準
備
期
間
で

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
中
に
は
夜
遅
く

ま
で
学
校
に
残
り
準
備
を
進
め
て
い
る
ク

ラ
ス
も
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、

昨
年
は
多
く
の
お
客
さ
ん
が
来
校
し
笑
い

声
や
楽
し
そ
う
な
声
で
迫
桜
高
校
全
体
が

明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
今
年

の
文
化
祭
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。

　

迫
桜
高
校
は
、
同
窓
会
の
方
々
、
保
護

者
の
方
々
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
成

り
立
っ
て
い
る
部
分
が
非
常
に
多
く
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
沢
山
の
壁
に
ぶ
つ
か
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
迫
桜
高
校

の
伝
統
を
守
り
、
県
内
の
数
少
な
い
総
合

学
科
と
し
て
更
な
る
発
展
へ
と
繋
ぐ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

創
立
二
十
五
周
年
の
迫
桜
高
校
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員 

回
想
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近
況
報
告

会
員 

回
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・
近
況
報
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挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
　
木
　
　
　
桜　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　 

（
迫
桜
　
令
和
六
年
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
は
令
和
六
年
三

　
　
　
　
　
　
　
　

月
に
宮
城
県
迫
桜
高

　
　
　
　
　
　
　
　

等
学
校
を
卒
業
し
ま

し
た
。
卒
業
後
は
地
元
の
介
護
福
祉
施
設

に
就
職
し
介
護
福
祉
士
と
し
て
介
護
現
場

で
働
い
て
い
ま
す
。

　

迫
桜
高
等
学
校
を
目
指
し
た
理
由
は
、

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
得
し
介
護
現
場

で
働
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

在
学
中
は
福
祉
教
養
系
列
で
介
護
福
祉

士
の
資
格
取
得
に
向
け
て
勉
強
に
励
み
、

部
活
動
は
弓
道
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。 　

高
校
生
活
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
は
多

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
強
く
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
が
「
挑
戦
す
る
こ
と
の

大
切
さ
」
で
す
。
迫
桜
高
等
学
校
へ
の
進

学
を
目
指
す
こ
と
を
始
め
、
生
徒
会
活
動
、

部
活
動
等
全
て
が
私
に
と
っ
て
の
挑
戦
で

し
た
。
そ
の
中
で
、
失
敗
や
挫
折
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
経
験
の
先
に
は
考
え
方

の
変
化
や
成
長
等
、
自
分
の
強
み
に
な
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
生
活
の
中
に

は
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
多
く
の
挑
戦
す
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の
機

会
に
気
づ
く
こ
と
が
、
自
分
の
可
能
性
を

広
げ
る
第
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
先
、
楽
し
い
こ
と
だ
け
で
な
く
挫

折
や
失
敗
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
挫

折
や
失
敗
は
挑
戦
し
た
証
で
す
。
失
敗
や

挫
折
を
経
験
し
て
も
、
そ
の
時
の
心
境
や

考
え
方
の
変
化
は
学
び
や
成
長
に
繋
が
る

こ
と
も
あ
る
た
め
、
そ
の
よ
う
な
経
験
も

大
切
に
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
自
分
に
気
づ
き
、
可
能
性
の
幅
を

少
し
で
も
広
げ
て
い
く
た
め
に
よ
り
多
く

の
こ
と
に
触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
進
路

活
動
に
も
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
も
役

立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
迫
桜
高
等
学
校
並
び
に
同
窓

生
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　令和７年２月28日㈮
本校アリーナにおいて、
卒業生139名が同窓会入
会式に参加しました。同
窓会会長より挨拶をいた
だき、生徒代表中里晄綺
くんが記念品を受け取り
ました。
　最後に第24期同窓会
代表委員長小野寺一真く
んが、同窓会入会にあ
たって誓いの言葉を述べ
ました。

第24回


